
３
月
定
例
議
会
で
田
村
町
長
が
述
べ
た
施
政
方
針
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
広
報
ゆ
ざ
わ
用
に
表
現
を
一
部
変
更
し
て
い
ま
す
。

施
政
方
針

は
じ
め
に

　

令
和
３
年
第
１
回
湯
沢
町
議
会
定
例
会
の

開
会
に
あ
た
り
、
今
後
の
行
政
運
営
に
つ
き

ま
し
て
、
私
の
基
本
的
な
考
え
方
を
申
し
上

げ
、
町
民
の
皆
さ
ま
並
び
に
議
員
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

本
年
は
、
町
長
と
し
て
の
任
期
が
満
了
と

な
る
年
で
あ
り
ま
す
。
平
成
25
年
12
月
の
町

長
就
任
以
来
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
負
託

に
応
え
る
べ
く
、「
す
べ
て
は
町
民
の
た
め

に
」
を
強
く
意
識
し
、
町
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
所
信
表
明
に
お
い
て
掲
げ
ま
し

た
「
若
者
世
代
へ
の
支
援
と
人
口
減
少
対
策
」

「
経
済
活
性
化
対
策
」「
安
全
・
安
心
対
策
」「
健

全
財
政
と
持
続
し
た
町
政
運
営
」
の
４
つ
の

取
り
組
み
を
基
本
と
い
た
し
ま
し
て
、
総
合

計
画
の
諸
政
策
実
現
の
た
め
、
町
政
運
営
に

取
り
組
み
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
た
も
の
と
感
謝
を
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
こ
の
ま
ち
に
暮
ら
す
誰
も
が
、
心
豊
か

に
幸
せ
を
実
感
で
き
る
町
づ
く
り
に
鋭
意
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

い
ま
だ
に
強
い
感
染
力
で
世
界
的
に
猛
威
を

振
る
っ
て
お
り
ま
す
。
収
束
時
期
が
見
え
な

い
先
行
き
不
透
明
な
状
況
で
す
が
、
町
民
の

命
と
健
康
を
守
り
、
感
染
拡
大
前
の
「
安
心
」

を
取
り
戻
す
た
め
、
国
・
県
・
医
療
機
関
等

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
町
民
向
け
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
を
構

築
し
、
速
や
か
に
接
種
を
実
施
で
き
る
よ
う

に
す
る
な
ど
、
感
染
対
策
の
取
り
組
み
に
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

経
済
状
況
は
、
令
和
３
年
１
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
令
和
３
年
度
の
政
府
経
済
見
通
し

に
よ
り
ま
す
と
「
総
合
経
済
対
策
の
円
滑
か

つ
着
実
な
実
施
に
よ
り
、
公
的
支
出
に
よ
る

経
済
の
下
支
え
と
民
間
需
要
の
喚
起
、
民
需

の
自
律
的
な
回
復
も
相
ま
っ
て
、
実
質
4
・

0
％
程
度
、
名
目
4
・
4
％
程
度
と
見
込
ま

れ
、
年
度
中
に
は
、
経
済
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
前
の
水
準
に
回

復
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。」
と
示
さ
れ

ま
し
た
。
町
に
お
い
て
は
、
感
染
対
策
を
国
・

県
と
連
携
し
て
遅
滞
な
く
取
り
組
ん
だ
う
え

で
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
町
内
経
済
回
復

の
た
め
の
必
要
な
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
に

よ
り
、
感
染
拡
大
防
止
と
町
政
運
営
の
両
立

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 明日に向かって、

前へ

ゆざわ
広報

2021.3.28  NO.1784

お知らせ版



年
を
迎
え
ま
す
。
２
月
13
日
に
は
、
そ
れ
を

彷
彿
さ
せ
る
最
大
震
度
６
強
の
福
島
県
沖
地

震
が
発
生
し
、
新
潟
県
中
越
地
方
で
最
大
震

度
４
を
観
測
し
ま
し
た
。
幸
い
町
へ
の
被
害

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
こ
数
年
、
全

国
各
地
で
地
震
や
水
害
が
頻
発
し
て
い
ま

す
。
災
害
発
生
に
備
え
て
防
災
安
全
対
策
を

充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
４
月
、
湯
沢
町
観
光
協
会
は
、

観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
以
下
、「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」

と
い
う
）
へ
移
行
す
る
予
定
で
す
。
来
訪
者

目
線
の
魅
力
づ
く
り
や
受
入
環
境
整
備
、
町

の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
産
業
の
強
化
な
ど

が
重
要
な
役
割
と
な
り
ま
す
。
今
後
の
町
の

観
光
振
興
の
中
核
を
担
う
組
織
と
し
て
、
体

制
づ
く
り
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

一
般
社
団
法
人
雪
国
観
光
圏
に
は
、
広
域
で

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
事
業
、
受
入
体
制
整

備
な
ど
に
対
し
引
き
続
き
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

観
光
振
興
計
画
は
、
社
会
環
境
や
観
光
動

向
も
大
き
く
変
化
し
て
い
く
中
で
見
直
し
の

必
要
が
生
じ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
と
も
に

新
た
な
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
で
、
国
際
的

な
競
争
力
を
も
つ
観
光
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
議
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
ま
す
「
湯
沢

町
総
合
計
画
」（
以
下
、「
総
合
計
画
」
と
い
う
）

は
、
目
指
す
将
来
像
を
「
君
と
一
緒
に
暮
ら

す
町
」
と
設
定
し
、
中
長
期
の
方
向
性
を
第

２
期
総
合
戦
略
な
ど
、
各
分
野
の
個
別
計
画

と
合
致
し
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
考
え

方
や
目
指
す
べ
き
ま
ち
の
姿
を
示
す
町
の
最

上
位
計
画
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
令
和

３
年
４
月
よ
り
進
め
て
い
く
考
え
で
お
り
ま

す
。

　

町
の
令
和
２
年
10
月
末
の
人
口
は
、
8
，

0
1
4
人
と
前
年
同
期
比
３
人
の
減
少
が
見

ら
れ
ま
す
が
、
世
帯
数
は
67
世
帯
増
え
、
マ

ン
シ
ョ
ン
居
住
者
に
あ
っ
て
は
97
人
増
え
て

い
ま
す
。
人
口
の
減
少
割
合
は
同
年
同
時
期

の
新
潟
県
全
体
の
減
少
率
1
・
0
％
と
比
べ

て
町
の
減
少
率
は
0
・
03
％
と
生
産
年
齢
人

口
（
15
～
64
歳
）
の
転
入
超
過
が
あ
り
低
く

推
移
し
て
い
る
も
の
の
、
高
齢
化
率
は
38
・

2
％
で
前
年
同
期
比
0
・
7
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
て
お
り
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　

社
会
情
勢
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
を
契
機
に
、
企
業
や
人
々

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
新
し

い
生
活
様
式
の
定
着
な
ど
、
価
値
観
の
多
様

化
や
生
活
様
式
の
変
化
を
も
た
ら
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
と
社
会
の
変
化
の
機
会
を

捉
え
、
町
の
活
性
化
の
た
め
、
起
業
・
創
業

を
促
進
す
る
起
業
支
援
補
助
金
お
よ
び
テ
レ

ワ
ー
ク
な
ど
の
社
会
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
令
和
２
年
度
に
創
設
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
補
助
金
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
越
後
湯
沢
駅
東
口
駅
前
商
店
街
エ

リ
ア
に
つ
い
て
は
、
活
性
化
に
向
け
て
の
実

態
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業
承
継
等
に

つ
い
て
関
係
団
体
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組

織
を
設
立
、
事
業
承
継
等
の
意
向
調
査
を
実

施
し
、
町
内
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
支

援
が
行
え
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
企
業
誘
致
の
取
り
組
み
と
し

て
、
地
方
自
治
体
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
に
対
し

企
業
側
か
ら
提
案
を
受
け
ら
れ
る
自
治
体

マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
「
自
治
体
コ

ネ
ク
ト
」
に
登
録
し
、活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
広

域
行
政
の
推
進
と
し
て
、
自
治
体
が
連
携
し

て
暮
ら
し
に
必
要
な
諸
機
能
を
確
保
し
、
魅

力
あ
ふ
れ
る
地
域
の
形
成
を
図
る
定
住
自
立

圏
の
取
り
組
み
を
南
魚
沼
市
、
魚
沼
市
と
と

も
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
３
月
11
日
で
東
日
本
大
震
災
か
ら
10

越後湯沢駅東口

駅前トイレの移設・バリアフリー化

観光地域づくり法人（DMO）

4 月の移行に向けて準備を進める
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ま
た
、
観
光
産
業
の
魅
力
の
維
持
・
発
展

が
可
能
と
な
る
よ
う
、
目
的
に
即
し
て
柔
軟

に
活
用
で
き
る
新
た
な
財
源
の
確
保
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
関
連
で
は
、
町
民
の
利
便
性
の

向
上
や
観
光
客
の
受
入
体
制
の
強
化
の
た

め
、
越
後
湯
沢
駅
東
口
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
と
、
そ
れ
に
伴
う
東
口
駅
前
ト
イ
レ
の
移

設
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

　

令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は

71
億
７
千
２
百
万
円
と
な
り
、
令
和
２
年
度

比
較
で
２
億
8
，
2
0
0
万
円
、
4
・
1
％

増
え
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
事
業
者
等
へ
の
固
定
資

産
税
の
軽
減
措
置
の
た
め
、
町
税
が
令
和

２
年
度
比
較
で
２
億
9
，
4
2
5
万
４
千

円
減
り
、
そ
の
減
収
に
対
応
す
る
地
方
特

例
交
付
金
が
１
億
9
，
2
4
0
万
円
増
え

て
い
る
ほ
か
、
公
共
施
設
整
備
に
よ
る
町

債
が
１
億
7
，
7
4
0
万
円
、
繰
入
金
が

１
億
8
4
1
万
４
千
円
、
国
庫
支
出
金
が
7
，

5
7
3
万
４
千
円
増
え
て
い
ま
す
。

す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
に
併
せ
、
所
信
表
明
に
掲

げ
ま
し
た
４
つ
の
取
り
組
み
を
基
本
と
い
た

し
ま
し
て
、
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
防
止
な
ど
に
対
す
る
費
用
の

増
、
観
光
産
業
の
経
済
回
帰
を
牽
引
す
る
湯

沢
町
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
へ
の
運
営
支
援

関
連
、
越
後
湯
沢
駅
東
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

設
置
、
主
水
公
園
の
整
備
、
児
童
ク
ラ
ブ
・

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
新
設
に
関
す
る
設

計
費
用
の
増
な
ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続

く
な
か
で
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
防
止
と
そ
の
後
を
見
据
え

た
、
総
合
計
画
の
基
本
政
策
を
推
進
す
る
た

め
の
予
算
を
配
分
い
た
し
ま
し
た
。

会計名 歳入歳出予算額

一 般 会 計 7,172,000 千円

特別会計

国 民 健 康 保 険 1,149,001 千円

後期高齢者医療 113,377 千円

介 護 保 険 907,320 千円

下 水 道 1,264,340 千円

事業会計

水 道 歳入　379,341 千円 歳出　520,549 千円

病 院 歳入　492,204 千円 歳出　467,032 千円

令和３年度　当初予算の概要

※事業会計の歳入・歳出はそれぞれ収益収支と資本的収支の合計額

令
和
３
年
度
予
算
に
つ
い
て　

前
年
度
比
較
で
、
４
・
１
％
増
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観
光
関
連
施
設
に
お
け
る
感
染
拡
大
の
未

然
防
止
の
た
め
、
町
内
事
業
者
が
行
う
、
県

外
か
ら
着
任
す
る
従
業
員
を
対
象
と
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

費
用
に
対
し
補
助
を
行
い
事
業
者
が
安
心
し

て
経
済
活
動
を
行
う
環
境
づ
く
り
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
等
は
、
観

光
活
性
化
推
進
事
業
補
助
金
な
ど
で
引
き
続

き
支
援
し
、
町
内
へ
の
経
済
効
果
の
高
い
イ

ベ
ン
ト
や
新
規
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
を
促

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
統
計
に
つ
い
て
は
、
宿
泊
数
調
査
、

消
費
支
出
額
調
査
、
満
足
度
調
査
を
引
き
続

き
町
で
実
施
し
、
実
態
把
握
に
努
め
観
光
政

策
の
指
標
と
す
る
と
と
も
に
、
政
策
の
効
果

測
定
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
施
設
関
連
で
は
、
東
橋
上
流
の
魚
野

と
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
内
の
労
働
力
不
足
対
策
に
つ
い
て
は
、

新
潟
県
や
湯
沢
町
商
工
会
、
南
魚
沼
市
や
魚

沼
市
と
連
携
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入

れ
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
働
き
方
改
革
推

進
セ
ミ
ナ
ー
や
資
格
取
得
の
補
助
制
度
を
実

施
し
労
働
力
の
確
保
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

農
林
業
関
連
で
は
、
近
年
、
一
等
米
比
率

な
ど
そ
の
品
質
が
注
目
さ
れ
て
い
る
湯
沢
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
力
ア
ッ
プ
に
向
け
た
品
質
の
向
上
・

維
持
等
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
農
家
の
皆
さ

ん
や
関
係
機
関
の
方
々
と
協
力
し
て
ま
い
り

川
右
岸
の
遊
歩
道
整
備
が
２
年
目
と
な
り
ま

す
。
ト
イ
レ
お
よ
び
上
流
側
等
の
遊
歩
道
の

整
備
を
実
施
し
、
令
和
３
年
度
中
の
オ
ー
プ

ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
や
川
な

ど
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
が
夏
季
観
光
に
活
用

で
き
る
よ
う
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

湯
沢
西
地
区
街
な
み
環
境
整
備
事
業
は
、

引
き
続
き
進
め
、
修
景
整
備
、
街
灯
の
整
備

な
ど
地
元
と
連
携
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

湯
沢
町
・
南
魚
沼
市
・
魚
沼
市
に
跨
る
自

転
車
の
広
域
モ
デ
ル
ル
ー
ト
の
形
成
を
図
る

た
め
、「
湯
沢
町
・
南
魚
沼
市
・
魚
沼
市
連

携
自
転
車
活
用
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、

広
域
的
な
連
携
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
令

和
３
年
度
は
町
内
に
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
設
置
し
利
用
促
進
を
図
り
、
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
新
た
な
観
光
資
源
の
ひ
と
つ

ま
す
。
ま
た
、
水
田
基
盤
の
整
備
に
対
す
る

補
助
制
度
を
継
続
し
、
活
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
耕
作
不
利
農
地
の
改
善
、
お
よ
び
耕

作
放
棄
地
対
策
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
農
地

の
集
積
・
集
約
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度

も
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

を
追
加
募
集
し
、
外
部
人
材
に
よ
る
農
林
業

の
振
興
や
都
市
と
の
交
流
支
援
活
動
な
ど
を

通
じ
、
地
域
へ
人
材
の
定
着
・
定
住
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
営
土
地
改
良
事
業
は
、
平
成
30
年
度
工

事
着
手
と
な
っ
た
外
山
堰
用
水
路
の
改
修
が

継
続
さ
れ
ま
す
。
県
や
地
元
と
協
力
し
な
が

　
そ
れ
で
は
、
令
和
３
年
度
の
行
政
運
営
の
基
本
姿
勢
と
重
点
施
策
を
総
合
計
画
の「
ま
ち
づ
く
り
の

５
つ
の
基
本
政
策
」
に
沿
っ
て
、
そ
の
概
要
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

行
政
運
営
の
基
本
的
姿
勢
と
重
点
施
策

1 

魅
力
に
あ
ふ
れ
、活
力
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り（
産
業
振
興
・
就
労
）

・
観
光
関
連
施
設
に
お
け
る
感
染
拡
大
の
未
然
防
止

・
東

あ
ず
ま
ば
し橋

上
流　

魚
野
川
右
岸
の
遊
歩
道
整
備
の
推
進

湯沢西地区街並み環境整備事業

令和 2 年度に改修された「足湯かんなっくり」

魚野川右岸遊歩道整備事業

令和２年度はますどまり付近の区間を整備
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ら
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
は
国
の
交
付
金
事
業
を
活

用
し
、
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
つ
い
て
は
捕
獲
、
お
よ
び
発

信
器
を
活
用
し
た
個
体
群
管
理
（
個
体
数
、

行
動
範
囲
、
加
害
レ
ベ
ル
等
）
の
推
進
に
よ

り
被
害
防
止
の
た
め
の
防
除
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
タ
ヌ
キ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
の
小

型
獣
の
捕
獲
用
檻
貸
し
出
し
も
引
き
続
き
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
防
除
に
有
効

な
電
気
柵
の
設
置
補
助
を
継
続
し
、
適
切
な

維
持
管
理
を
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に

昨
年
、
数
多
く
の
目
撃
お
よ
び
痕
跡
情
報
の

あ
り
ま
し
た
ク
マ
は
大
量
出
没
を
招
か
な
い

よ
う
餌
付
け
要
因
の
除
去
、
里
山
個
体
群
の

よ
う
な
人
間
の
餌
に
強
く
依
存
し
た
個
体
を

作
ら
な
い
、
人
里
に
近
づ
け
な
い
た
め
の
環

境
づ
く
り
な
ど
、
よ
り
そ
の
動
向
を
注
視
し
、

猟
友
会
と
協
力
し
て
必
要
最
小
限
の
捕
獲
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
農
作
物
に
多
大
な

被
害
を
出
し
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ

カ
に
つ
い
て
は
、
被
害
地
点
を
中
心
に
必

要
な
範
囲
で
加
害
群
個
体
か
ら
捕
獲
を
実
施

し
、
警
戒
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

湯沢産コシヒカリのブランド力アップ

鳥獣被害防止パトロールの実施

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
」
等
に
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
婚
か
ら
出
産
子
育
て
を
通
じ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
に
支
援
の
実
施
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

人
口
確
保
施
策
の
一
環
で
も
あ
る
婚
活
支

援
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
結
婚
相
手
紹
介

サ
ー
ビ
ス
へ
の
入
会
費
支
援
や
婚
活
イ
ベ
ン

ト
を
継
続
す
る
と
と
も
に
若
者
の
出
会
い
に

つ
な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

妊
娠
・
出
産
か
ら
子
育
て
ま
で
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
向
け
て
、
新
た
に
助
産
師
等
を
活

用
し
た
支
援
体
制
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

不
妊
治
療
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
不
妊
治
療
の
一
部
を
助
成

す
る
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
を
継
続
し
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

妊
婦
の
皆
さ
ん
に
は
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
む
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
支
援
策
と
し
て

妊
婦
健
康
診
査
の
助
成
お
よ
び
妊
産
婦
医
療

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
高
齢
者
施
設
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
防
止
を

目
的
に
、
本
年
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

や
高
齢
者
施
設
の
従
事
者
等
に
対
す
る
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
費
用
助
成
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

予
防
接
種
事
業
で
は
、
新
た
に
接
種
が
始

ま
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
体
制
確
保
を
は
じ
め
、
各
種
予
防
接
種
に

つ
い
て
広
報
な
ど
で
十
分
に
周
知
を
図
り
、

接
種
の
機
会
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
健
康
づ
く
り
の
推
進
」
で
は
、
疾
病
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
、

感
染
症
対
策
に
十
分
注
意
し
た
う
え
で
、
休

日
検
診
を
継
続
す
る
な
ど
各
種
検
診
の
受
診

環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
健
康
プ
ラ
ン
の
実
践
に
お
い
て
は
、

あ
い
さ
つ
の
推
進
に
よ
り
「
こ
こ
ろ
と
か
ら

だ
の
健
康
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

自
殺
予
防
対
策
と
し
て
、
湯
沢
町
自
殺
対
策

行
動
計
画
に
掲
げ
る
「
地
域
に
お
け
る
ネ
ッ

　
2 

地
域
で
支
え
合
い
、笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り（
保
健
・
福
祉
・
医
療
）

・
高
齢
者
施
設
に
お
け
る
感
染
拡
大
の
未
然
防
止

・
子
ど
も
医
療
費
の
自
己
負
担
無
料
化
の
継
続

5



アクション農園などの認知症支援事業を

引き続き実施

子育て支援事業や保育サービスの充実を図る

費
助
成
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

子
が
出
生
し
、
子
育
て
が
は
じ
ま
る
町
民

に
は
「
す
く
す
く
子
育
て
応
援
金
」
と
し
て

お
祝
い
金
を
支
給
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
成
長
に
伴
う
家
庭
で
の
経
済
的

な
支
援
は
国
の
制
度
で
あ
る
「
児
童
手
当
」

等
の
支
給
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
18
歳

ま
で
の
「
子
ど
も
医
療
費
の
自
己
負
担
無
料

化
」
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

総
合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育

て
家
庭
の
育
児
不
安
や
負
担
軽
減
の
た
め
現

在
行
っ
て
い
る
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
認
定
こ
ど
も
園
で
は
、
現
在
実

事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
提
供
と
介
護
保
険
事

業
の
安
定
的
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

認
知
症
支
援
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

「
ア
ク
シ
ョ
ン
農
園
」
や
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
な
ど
の
事
業
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
認
知
症
・
う
つ
病
・
引
き
こ
も

り
等
の
予
防
を
目
的
に
、
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
の
対
象
と
な
ら
な
い
軽
・
中
等
度
難

聴
の
方
に
対
す
る
補
聴
器
購
入
費
助
成
を
令

和
３
年
度
か
ら
開
始
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
の
一
環
と
し
て
、「
福
祉
バ

ス
」、「
高
齢
者
等
路
線
バ
ス
運
賃
助
成
事
業
」

施
し
て
い
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
年
々
増
加
し
て
い
る
認
定

こ
ど
も
園
の
３
歳
未
満
児
対
応
と
児
童
ク
ラ

ブ
の
利
用
者
対
応
の
た
め
に
新
施
設
の
計
画

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
町
全
体
の
所
得
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
一
人
当
た
り
税
額

を
抑
え
、
そ
の
分
を
基
金
よ
り
繰
り
入
れ
る

こ
と
と
し
被
保
険
者
の
暮
ら
し
と
安
全
を
確

保
す
る
と
と
も
に
適
正
な
国
保
運
営
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
削
減
に

向
け
て
、
健
診
等
の
保
健
事
業
を
充
実
さ
せ
、

併
せ
て
、
医
療
費
通
知
や
後
発
医
薬
品
差
額

通
知
等
に
よ
り
、
医
療
費
へ
の
理
解
と
適
正

受
診
を
呼
び
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
よ
り
高
齢
者
施
策
と
し
て
後

期
高
齢
者
医
療
で
実
施
し
て
い
る
保
健
事
業

と
介
護
保
険
で
実
施
し
て
い
る
介
護
予
防
事

業
を
一
体
的
に
取
り
組
む
「
高
齢
者
の
保
健

事
業
と
介
護
予
防
等
の
一
体
的
な
実
施
」
を

計
画
し
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
関
連
で
は
、
本
年
度
が
第

８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
１
年
目
と
な
り

ま
す
が
、
約
13
％
と
県
内
で
最
も
低
い
要
介

護
認
定
率
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
介
護
予

防
・
重
度
化
防
止
に
向
け
て
一
般
介
護
予
防

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
元
気
な
高
齢
者
が

生
き
が
い
を
も
っ
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
高

齢
者
団
体
へ
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
関
連
で
は
、
懸
案
で
あ
る

「
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
の
設
置
等

に
向
け
て
、
引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
協
力

し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
障
が
い
の
あ
る

方
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
権
利
擁
護
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
成
年
後
見
制
度
な
ど
各
種
制

度
に
つ
い
て
十
分
な
周
知
を
行
う
と
と
も

に
、
支
援
を
必
要
と
す
る
方
へ
は
適
切
に
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
立
湯
沢
病
院
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
齢

化
が
年
々
進
む
状
況
を
踏
ま
え
る
と
と
も

に
、
収
支
の
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

昨
年
４
月
１
日
か
ら
一
般
病
床
を
地
域
包
括

ケ
ア
病
床
に
転
換
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
引

き
続
き
、
指
定
管
理
者
と
緊
密
に
連
携
し
、

必
要
な
改
変
等
を
行
い
、
湯
沢
病
院
が
地
域

の
「
か
か
り
つ
け
医
」
と
し
て
、
ま
た
観
光

の
町
唯
一
の
病
院
と
し
て
、
24
時
間
3
6
5

日
の
診
療
体
制
を
継
続
す
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
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下
水
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
法
定
点

検
や
長
寿
命
化
計
画
・
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
計
画
に
基
づ
き
、
予
防
保
全
の
考
え
方

に
よ
り
計
画
的
か
つ
効
率
的
な
維
持
管
理
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
道
17
号
の
三
俣
防
災
事
業
、
湯
沢
学
園

前
お
よ
び
中
里
の
県
道
改
良
事
業
、
河
川
事

業
や
砂
防
事
業
に
つ
い
て
、
国
・
県
と
連
携

し
事
業
を
進
捗
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
国
や
県
に

道
路
、
河
川
・
砂
防
施
設
の
整
備
を
要
望
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

日
々
の
安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
、
犯
罪
の

抑
止
に
つ
な
が
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
補
助

を
継
続
い
た
し
ま
す
。

　

災
害
の
備
え
に
つ
い
て
は
、
各
家
庭
で
掲

示
し
て
い
た
だ
く
避
難
行
動
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
ほ
か
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震

改
修
に
、
引
き
続
き
助
成
を
行
い
、
防
災
安

全
対
策
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害
時

の
情
報
伝
達
手
段
の
強
化
策
と
し
て
、
令
和

２
年
度
に
引
き
続
き
消
防
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
ス

ピ
ー
カ
ー
の
改
修
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
防
災
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
Ｍ
ゆ
き

ぐ
に
を
使
っ
た
広
報
ゆ
ざ
わ
を
は
じ
め
と
す

る
町
の
情
報
発
信
を
充
実
す
る
こ
と
で
災
害

時
以
外
の
有
用
性
も
高
め
、
普
及
を
促
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
森
林
経
営

計
画
制
度
に
基
づ
く
森
林
整
備
を
行
う
う
え

で
、
令
和
３
年
度
は
意
向
調
査
実
施
地
区
の

選
定
の
た
め
の
森
林
資
源
量
解
析
な
ど
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
に
よ
る
発
電
や

熱
利
用
に
対
す
る
普
及
促
進
事
業
補
助
金
制

度
に
つ
い
て
も
継
続
・
拡
大
し
利
用
促
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

冬
期
間
の
生
活
、
経
済
活
動
を
支
え
る
道

路
交
通
確
保
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
・
町
民

の
皆
さ
ま
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
安
全
で

効
率
的
な
除
排
雪
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
湯
沢
西
地
区
の
消
雪
水
不
足
対
策
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

屋
根
の
除
雪
に
つ
い
て
は
、
負
担
軽
減
、

危
険
防
止
の
た
め
、
克
雪
住
宅
の
整
備
に
対

し
、
引
き
続
き
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

シ
ッ
パ
ネ
被
害
根
絶
の
た
め
、「
湯
沢
町

シ
ッ
パ
ネ
被
害
根
絶
に
関
す
る
条
例
」
を
広

く
知
っ
て
も
ら
う
目
的
で
無
料
の
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
を
配
布
す

る
ノ
ベ
ル
テ
ィ
の
取
り
組
み
や
ポ
ス
タ
ー
を

活
用
し
た
広
報
活
動
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

土
樽
松
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
計
画
ど
お
り

湯
沢
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
統
合
す
る
事
業
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
立
地
適
正
化
計
画
、
都
市
再
生
整

備
計
画
に
お
い
て
予
定
さ
れ
て
い
る
主
水
公

園
の
整
備
に
つ
い
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
・
橋
梁
、
河
川
・
水
路
、
公
園
、
水
道
・

　
3 
自
然
と
共
生
し
、 安
全
・
快
適
に
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り（
環
境
・
基
盤
整
備
・
安
全
安
心
）

・
防
災
安
全
対
策
の
充
実

・
冬
期
間
の
道
路
交
通
確
保

早期完成が望まれる三俣防災事業

消防サイレン吹鳴スピーカーの改修
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と
と
も
に
、
更
な
る
育
成
強
化
を
図
る
た
め
、

ス
キ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
会
活
動
の
振
興
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
26
回
越
後
湯
沢
全
国
童
画
展
で
は
、
本

年
度
も
募
集
・
広
報
を
工
夫
し
、
出
品
者
・

来
場
者
の
増
加
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
町
に
寄
贈
さ
れ
た
作
品
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
、
童
画
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
、

広
く
町
民
に
貸
与
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

歴
史
民
俗
資
料
館
「
雪
国
館
」
は
、
指
定

管
理
者
が
様
々
な
企
画
展
、
体
験
事
業
、
講

演
会
・
研
修
会
を
実
施
し
て
利
用
者
の
増
加

に
努
め
て
お
り
、
今
後
も
来
館
者
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
財
関
係
で
は
、
観
光
や
ま
ち
づ
く
り

と
連
携
し
た
活
用
が
で
き
る
よ
う
に
対
応
に

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
関
係
で
は
、
湯
沢
町
公
民
館
の

維
持
管
理
業
務
を
外
部
委
託
し
、
公
民
館
施

設
の
適
切
な
維
持
管
理
と
利
用
者
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
担
当
部
署

と
受
託
事
業
者
が
連
携
し
、
公
民
館
事
業
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ユ
タ
州
マ
グ
ナ
と
の
姉
妹
都
市
交
流
事
業

は
、
感
染
症
の
影
響
で
２
年
連
続
し
て
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
相
手
方
と
事
業
実
施
に

向
け
て
協
議
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学園支援活動への取り組み

越後湯沢全国童画展

出品者・来場者の増加に努める

スキージュニア育成会活動の振興

公民館事業の充実に努める

　
4 
個
性
を
伸
ば
し
、文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り（
教
育
・
文
化
）

・
湯
沢
学
園
の
保
小
中
一
貫
教
育
の
充
実

・
感
染
予
防
対
策
、
冷
房
改
修
等
の
環
境
整
備

　

湯
沢
学
園
で
は
、
保
小
中
一
貫
教
育
の
充

実
に
努
め
、
連
続
性
の
あ
る
教
育
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
園
児
、
児
童
、
生

徒
が
安
心
し
て
快
適
な
学
園
生
活
を
過
ご
せ

る
よ
う
に
必
要
な
感
染
症
予
防
対
策
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
冷
房
改
修
等
の
環
境
整
備
に

も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
小
中
学
校
で
は
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
整
備
さ
れ

た
端
末
機
器
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
で
は
、
家
庭

や
地
域
と
連
携
し
た
学
校
運
営
を
推
進
す
る

た
め
、
学
校
運
営
協
議
会
の
活
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
学
園
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
学
園
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

か
ら
協
力
い
た
だ
き
、
学
園
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
キ
ー
振
興
で
は
、
ス
キ
ー
振
興
指
導
員
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持
続
可
能
な
町
づ
く
り
に
は
若
者
の
移
住
・

定
住
が
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
湯
沢
町
を
選

択
し
て
も
ら
う
た
め
に
希
望
者
へ
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
の
対
応
や
関
連
す
る
各
種
補
助
制

度
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ

ン
で
の
お
試
し
移
住
体
験
を
拡
充
す
る
と
と

も
に
起
業
を
目
指
す
若
者
を
対
象
と
し
た
起

業
型
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
創
設
し
、
地
域

課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
仕
事
づ
く
り
と
定

住
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
は
町
の
人
口
の
18
％

に
達
し
て
お
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
内
や
付
近
住

民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸
成
の
た
め
交
流
促

進
事
業
へ
の
補
助
を
継
続
す
る
と
と
も
に
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
と
の
会
議
等
を
通
じ
て

情
報
共
有
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
行
政
運
営
を
進
め
て
い
く
う

え
で
、
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
町
の
財

政
状
況
等
に
つ
い
て
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と

も
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
冊
子
の
配

布
や
広
報
ゆ
ざ
わ
等
を
通
じ
て
わ
か
り
や
す

い
情
報
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
運
営
を
進
め

る
た
め
、
引
き
続
き
事
務
事
業
評
価
を
実
施

し
て
各
事
業
を
チ
ェ
ッ
ク
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
各
種
の
研
修
を
実
施
し
て
職
員
の
資
質

の
向
上
に
努
め
る
ほ
か
、
令
和
３
年
４
月
１

日
を
目
標
と
し
て
い
た
定
員
適
正
化
計
画
に

つ
い
て
、
令
和
２
年
度
に
実
施
し
た
職
場
点

検
も
参
考
に
し
て
次
期
計
画
を
策
定
し
て
ま

い
り
ま
す
。

終
わ
り
に

　

以
上
、
令
和
３
年
度
の
町
政
運
営
に

あ
た
っ
て
の
施
政
方
針
並
び
に
主
要
な

施
策
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
、
説
明
を
申

し
上
げ
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
と
議
員
各
位
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協

力
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
町
民
を
は
じ
め
多
く
の
方

に
「
選
ば
れ
る
ま
ち
」、
町
の
未
来
を

担
う
「
ゆ
ざ
わ
の
子
ど
も
た
ち
」
が
活

躍
で
き
る
ま
ち
を
め
ざ
し
、
真
に
町
民

の
た
め
と
な
る
町
政
運
営
に
取
り
組
ん

で
い
く
決
意
を
こ
こ
に
表
明
し
て
、
令

和
３
年
度
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま

す
。

令
和
３
年
３
月
９
日　
　

湯
沢
町
長　

田
村
正
幸

　
5 
新
た
な
時
代
に
対
応
し
た
、

　
　
　
　

 
地
域
ぐ
る
み
の
ま
ち
づ
く
り（
行
政
運
営
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

・
移
住
・
定
住
希
望
者
へ
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
推
進

・
マ
ン
シ
ョ
ン
内
や
付
近
住
民
と
の
交
流
促
進
の
推
進

リゾートマンションでの

お試し移住体験の拡充
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４
月
の
行
政
相
談

おら

しせ
町町からから

　

行
政
相
談
は
、
行
政
相
談
委
員
が
国
の
行

政
に
関
す
る
相
談
を
聞
き
、
制
度
や
運
営
の

改
善
に
活
か
す
た
め
の
仕
組
み
で
す
。

　

佐
藤
清
美
委
員
に
よ
る
行
政
相
談
の
日
程

は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

日 　

４
月
10
日
㊏
　
午
後
１
時
30
分
～

 

場 　

湯
沢
町
公
民
館　

３
階　

会
議
室
１

※
来
館
さ
れ
る
際
に
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
・

　

手
指
の
消
毒
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

問 　

総
務
管
理
課　

総
務
係

　
　

 

☎
0
2
5
・
7
8
4
・
3
4
5
1

４
月
の
粗
大
ご
み
収
集
日
と

予
約
締
切
日
の
お
知
ら
せ

おら

しせ
町町からから

　

粗
大
ご
み
を
ご
自
分
で
施
設
に
搬
入
で
き

な
い
方
は
、
予
約
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
粗

大
ご
み
を
収
集
し
ま
す
（
有
料
）。

  

日 　

収
集
日

４
月
８
日
㊍（
４
月
５
日
㊊ 

締
め
切
り
）

４
月
22
日
㊍（
４
月
19
日
㊊ 

締
め
切
り
）

  

申   

・  

問 

　 
環
境
農
林
課　

　
　
　
　   

☎
0
2
5
・
７
８
８
・
０
２
９
１

猫
の
譲
渡
会

イン

ベト
他他団体団体

 

日 　

４
月
18
日
㊐　

午
後
１
時
～
３
時

 

場 　

イ
オ
ン
六
日
町
店　

２
階

※ 

事
前
に
予
約
を
い
た
だ
い
た
方
を
優
先
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
不
妊
・
去
勢
手
術
の
実
施
と
完
全
室
内
飼
い

が
条
件
で
、
基
本
健
康
診
断
費
用
等
が
か

か
り
ま
す
。
引
き
渡
し
は
後
日
、
ご
自
宅

に
な
り
ま
す
。

 

問 　

魚
沼
ア
ニ
マ
ル
サ
ポ
ー
ト　

笛
木

　
　

☎
０
９
０
・
１
５
３
３
・
４
８
０
５

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納

を
支
援
し
ま
す

おら

しせ
町町からから

　

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
制
度
は
、
加
齢

に
伴
う
身
体
機
能
や
判
断
力
の
低
下
な
ど
に

よ
り
、「
運
転
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
。」、「
も

う
運
転
し
な
い
の
で
運
転
免
許
証
を
返
納
し

た
い
。」
と
い
う
方
が
、
運
転
免
許
証
の
有
効

期
限
内
に
自
主
的
に
返
納
で
き
る
制
度
で
す
。

　

湯
沢
町
で
は
支
援
策
と
し
て
、
自
主
返
納

し
た
方
へ
公
共
交
通
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

 

対 　

 

町
内
に
住
所
が
あ
る
満
65
歳
以
上
の
方

で
、
す
べ
て
の
種
類
の
運
転
免
許
証
を

自
主
返
納
し
た
方

 

内 　
（
次
の
い
ず
れ
か
を
選
択
。1
人
1
回
限
り
）

①
越
後
交
通
株
式
会
社
バ
ス
回
数
乗
車
券

１
０
，0
0
0
円
分

（
１
０
０
円
券
12
枚
綴
×
10
組
）

②
ユ
ー
タ
ン
券
（
タ
ク
シ
ー
利
用
可
）

１
０
，0
0
0
円
分

（
1
，0
0
0
円
券
×
10
枚
）

③ 

①
と
②
を
各
5
，0
0
0
円
分

 

申 　

申
請
手
順 

① 

南
魚
沼
警
察
署
交
通
課
で
、
本
人
が

運
転
免
許
証
（
有
効
期
限
内
の
も
の
）

を
持
参
し
て
返
納
申
請
を
行
う
。

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
、
午
前
9
時
～
午
後
４
時
）

②
湯
沢
町
役
場 

環
境
農
林
課
で
申
請
手

続
き
を
行
う
。

必
要
書
類 　

 

・ 

返
納
時
に
交
付
さ
れ
た
「
申
請
に
よ

る
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
」

 

・ 

町
の
支
援
事
業
申
請
書
（
警
察
署
窓

口
、
役
場
窓
口
に
用
意
、
ま
た
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

申
請
期
限 　

　

免
許
返
納
日
か
ら
6
か
月
以
内

 

問 

　
環
境
農
林
課

　
　 

☎
0
2
5
・
7
8
8
・
0
2
9
1

  日日   ：日時・期間 　　　 場 場   ：会場 　 

 対 対   ：対象・定員 　　　 内 内   ：内容　

  費費   ：参加費・入場料 　 持 持   ：持ち物 

 申 申   ：申し込み 　　　　 問 問   ：問い合わせ

インフォメーション
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緊
急
情
報
メ
ー
ル

おら

しせ
町町からから

　

湯
沢
町
の
災
害
、
防
災
、
気
象
、
防
犯
に

関
す
る
緊
急
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

　

次
の
ア
ド
レ
ス
へ
、
ま
た
は
Q
R
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
「
空
」
メ
ー
ル
（
タ
イ
ト
ル
、

本
文
を
未
入
力
）
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

▽b
o

u
sa

i.yu
za

w
a
-to

w
n

@

 ra
id

e
n

. kta
iw

o
rk.jp

 

問 　

総
務
管
理
課　

防
災
管
財
係

　
　

 

☎
0
2
5
・
7
8
4
・
3
4
5
1

人
権
な
ん
で
も
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

おら

しせ
他他団体団体

　

法
務
局
南
魚
沼
支
局
と
南
魚
沼
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
で
は
、
次
の
こ
と
で
お
困
り
の

方
を
対
象
に
人
権
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
予
約
は
不
要

で
す
。

 

内 　

①
家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
相
続
等
）、

　
　
　

 

親
族
間
、
近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
悩

　
　
　

 

み
ご
と
な
ど
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で

　
　
　

 

起
こ
る
様
々
な
問
題
。

　
　

 

②
い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、
外
国

　
　
　

 

人
差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
問
題
。

相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員

 

費 　

無
料

 

日 　

４
月
11
日
㊐ 

午
後
１
時
～
４
時

 

場 　

南
魚
沼
市
役
所
塩
沢
庁
舎

　
　

 

（
南
魚
沼
市
塩
沢
）

 

日 　

４
月
15
日
㊍ 

午
後
１
時
～
４
時

 

場 　

広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　

 

（
魚
沼
市
今
泉
）

受
付
時
間　

い
ず
れ
も
午
後
1
時
～
3
時

 

問 　

新
潟
地
方
法
務
局　

南
魚
沼
支
局

  　

  

☎
0
2
5
・
７
７
２
・
２
１
６
４

「
緑
の
募
金
」森
づ
く
り
事
業
の

実
施
団
体
を
募
集
し
ま
す

おら

しせ
町町からから

　

公
益
社
団
法
人
に
い
が
た
緑
の
百
年
物

語
緑
化
推
進
委
員
会
に
よ
る
「『
緑
の
募
金
』

森
づ
く
り
事
業
」
の
実
施
団
体
を
募
集
し
ま

す
。
緑
化
推
進
の
た
め
に
行
わ
れ
る
左
記
対

象
事
業
に
つ
い
て
補
助
が
さ
れ
ま
す
。

 

対 　

対
象
団
体

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
緑
化
団
体
、
地

域
住
民
で
組
織
す
る
団
体
、
学
校
等

対
象
地

公
共
施
設
、社
会
福
祉
施
設
、里
山
等
、一

般
に
広
く
利
用
・
開
放
さ
れ
て
い
る
場
所

対
象
事
業

①
植
樹
事
業
…

　

地じ

拵
ご
し
ら

え
、
樹
木
の
植
え
付
け

②
育
樹
事
業
…

　

施
肥
、
下
刈
、
除
伐
、
間
伐
等

③
普
及
啓
発
事
業
…

緑
化
講
習
会
、
森
林
（
自
然
）
観
察

会
の
開
催
等

  

申申  　

 
４
月
９
日
㊎
ま
で
に
環
境
農
林
課
農
林
係

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。申
請
希
望
の
あ

る
場
合
は
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

問 　

環
境
農
林
課　

農
林
係　

　
　 

☎
0
2
5
・
7
8
8
・
0
2
9
1

使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
の
回
収

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

回
収
す
る
油
は
植
物
系
の
天
ぷ
ら
油
の
み

で
す
！
（
菜
種
油
、
大
豆
油
、
ご
ま
油
、
コ
ー

ン
油
、
サ
ラ
ダ
油
な
ど
）

　

ご
み
の
減
量
や
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
た

め
、
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
は
捨
て
ず
に
回
収

場
所
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

４
月
の
使
用
済
み

　
　

天
ぷ
ら
油
の
回
収
は

４
月
12
日
㊊
～
16
日
㊎

 

役　

場　

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

 

公
民
館　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

  

※
正
面
玄
関
前
で
行
い
ま
す

毎
週
火
曜
日

 

湯
沢
町
資
源
ご
み
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
（
中
子
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

①
水
、
天
か
す
等
の
異
物
は
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

②
必
ず
油
の
入
っ
て
い
た
容
器
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。（
缶
入
り
製
品
の
場
合
の
み
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
可
。）

③
容
器
の
フ
タ
は
し
っ
か
り
締
め
て
く
だ
さ
い
。

④
設
置
さ
れ
て
い
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
、
容
器
を

　

 

立
て
て
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
一
般
用
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
油
が
対
象
で
す
。

※
賞
味
期
限
の
切
れ
た
油
も
回
収
し
ま
す
。

 

問 　

湯
沢
町
役
場　

環
境
農
林
課　

　
　

☎
0
2
5
・
7
8
8
・
0
2
9
1

令和元年
（平成 31 年）度

令和２年度

4　月 380 ㍑ 140 ㍑

５　月 170 ㍑ 250 ㍑

６　月 320 ㍑
230 ㍑

７　月 120 ㍑

８　月 100 ㍑ 150 ㍑

９　月 360 ㍑ 150 ㍑

 １０ 月 170 ㍑ 100 ㍑

 １１  月 120 ㍑ 60 ㍑

 １２  月 260 ㍑ 170 ㍑

 １　月 20 ㍑ 20 ㍑

２　月 70 ㍑ 180 ㍑

３　月 90 ㍑

合  計 2,180 ㍑ 1,450 ㍑

雪融けによる清津川の増水に

注意してください

　本年も融雪出水の時期を迎えました。万

全の体制をもって対応をしているところで

はありますが、清津川の増水には十分注意

してください。

 問 　電源開発株式会社 奥清津発電所

　 　☎ 025 ー 789 ー 2707

 日  ：日時・期間　 場  ：会場　 内  ：内容　 対  ：対象・定員　 費  ：参加費・入場料　 持  ：持ち物　 申  ：申し込み　 問  ：問い合わせ11



湯沢町スキー場振興協議会からのお知らせ
2021 湯沢町スキーリフト券等共通乗車証をお持ちの方を対象とした、リフト等乗車券特別料金のご案内

※ ご購入の際は、各リフト券売り場で 2021湯沢町スキーリフト等共通乗車証をご提示ください。みつまたス

テーションはスキー場事務所で、田代ステーションは窓口にて発行いたします。

※記載内容については、各スキー場にお問い合わせください。

※ 積雪状況等により、各スキー場の営業期間終了が早まる場合がありますので、お出かけ前にお問い合わせ

ください。

スキー場 営業期間（予定） 料金 問い合わせ

苗場スキー場 ４月 13 日㊋
１日券　

 大人、シニア、中・高校生

　　　　　一律：1,000 円

☎ 025 ー 789 － 4117

かぐらスキー場

（かぐら・みつまたエリア）
５月 23 日㊐ １日券

 大　　　人：2,100 円

 シ　ニ　ア：1,600 円

 中・高校生：1,100 円

☎ 025 ー 788 － 9221

かぐらスキー場

（田代エリア）
５月５日㊌・㊗

神立スノーリゾート ４月 18 日㊐
１日券

大人、シニア、子ども

　　　　　一律：1,000 円

☎ 025 ー 788 ー 0111

 対象 

大学卒業者　　　男性警察官Ａ　58 人程度

　　　　　　　　女性警察官Ａ　  ８人程度

大学卒業者以外　男性警察官Ｂ　16 人程度

 試 験 日 

第一次試験日　５月９日㊐
 受付期間 

３月１日㊊～４月９日㊎　※原則、電子申請

令和 3年度

警察官募集
 問 　南魚沼警察署　

　　 ☎ 025 － 770 － 0110

広報ゆざわ　2021. 3. 28 12



マイナンバーカード申請手続きのご案内
土曜窓口・時間外窓口・出張申請サポートの日程をお知らせします

 　土曜窓口、時間外窓口の開設日 　 
　マイナンバーカードの申請交付の手続きで通常の開

庁時間内に来庁できない方を対象に専用の窓口を開設

します。

 ４月の開庁日時 

　・4 月 8 日㊍　  午後７時まで

　・4 月 17 日㊏　午前８時 30 分から正午まで

　・4 月 22 日㊍　午後７時まで

　※住民票・戸籍などの事務は行いません。

 受付窓口 

　湯沢町役場　町民課　

 必要書類等 

　・写真付きの本人確認書類１点

　　（運転免許証、パスポート、在留カードなど）

　・その他の本人が確認できる書類１点

　　（保険証、年金手帳、医療受給者証など）

　・通知カード【紛失した場合は不要】

　・住民基本台帳カード【紛失した場合は不要】

※ 窓口でタブレット端末により無料で顔写真を撮影し

申請が可能です。

ご自身で顔写真を用意する場合は、縦 4.5 ㎝×横

3.5 ㎝の写真でご用意ください。

※ 必要書類等をすべて用意できない場合でも申請は可

能です。ただし交付については、原則本人が必要書

類を持参し来庁していただく必要があります。詳し

くはお問い合わせください。

 　　出張申請サポートのご案内 　　 
　町民課職員が地域へ出張し、マイナンバーカード申

請のための顔写真を無料で撮影するなどサポートしま

す。申請は湯沢町に住民登録がある方で、本人に限り

ます。

 日時 　・4 月 13 日㊋　午後１時 30 分～４時　　

　会場：三俣集会所（三俣）

・4 月 15 日㊍　午後１時 30 分～４時　　

　会場：小坂公民館（小坂）

・4 月 20 日㊋　午後１時 30 分～４時　　

　会場：下湯沢公民館（幅下）

 必要書類等 

　運転免許証、健康保険証などの本人確認書類

 申請の流れ 

　会場にて顔写真の撮影（無料）を行います。　

　※５分程度

※ マイナンバーカード受取は３～４週間後となりま

す。（交付通知ハガキが届きます）

※ 受取の際は、本人確認書類や通知カード等を持参の

うえ、ご本人に役場へ来庁していただく取り扱いと

なりますので、あらかじめご了承ください。

 問 　町民課　☎ 025 － 784 ー 3453

マイナンバーカードを取得しませんか？
　令和３年３月までにマイナンバーカードを申請した方は、マイナポイントをもらうことができます。

カード受取後、マイナポイントの申し込みを行い、令和３年９月までに行ったチャージまたはお買い物

が対象です。また、一部の医療機関等で健康保険証として利用できるようになります。申請からカード

を受け取れるまでに３～４週間かかりますので、お早目の手続きをおすすめします。

 企業や団体等にも出張します 

　おおむね５名以上の申請者が見込める町内企業

への訪問や、団体等が指定する公民館等へ出張し

てのマイナンバーカード申請受付も行っていま

す。お申し込みの際は担当までご相談ください。

13



今どきの、猫の飼い方
迷惑にならないようマナーを守って安全に飼いましょう

 完全室内飼育をしましょう 

　猫は狭いなわばりでもストレスなく生きていける動物です。外に出る猫は、交通事故や病気のリスクが高く、

寿命は室内飼育の半分と言われています。飼育道具も進化していてトイレの後始末も簡単にでき、においも抑え

ることができます。

 不妊去勢手術を行いましょう 

　手術するのはかわいそうと思う方もいるかもしれませんが、手術を行ったほうが猫も飼い主さんもストレスな

く暮らせます。猫は繁殖力が非常に高く、1 年で 10 ～ 20 匹増えます。子猫の飼い主をすべて見つけることは

難しく、毎年多くの子猫が処分されています。何の罪もない命を奪わないためにも不妊去勢手術を行いましょう。

 首輪と迷子札を着けましょう 

　首輪をしていない猫が外に出ると、野良猫との区別が難しくなります。飼っている猫

がいなくなったとの相談も寄せられています。もしもの時のために首輪に迷子札を着け、

飼い主と連絡先が分かるようにしましょう。

野良猫への餌や りには責任を持ちま しょう

　野良猫に関するフン尿や騒音、車のひっかき傷などの苦情が寄せられています。

　野良猫への餌やりにより、野良猫が住み着き、フン尿による悪臭が発生したり、鳴き声で不眠症になったり、

車のボンネットに乗りひっかき傷を付けてしまう可能性もあります。また、猫たちが迷惑をかけることで猫嫌い

の人たちを増やすことにもつながります。飼い主のいない猫が増え「かわいそう」と思うのであれば、飼い主の

いない猫を増やさないようにしましょう。

 野良猫にエサを与えている方へ！ 

 エサを与えている人にも飼い主と同様に猫の管理者として責任が伴います。 

①近所に迷惑になる場所をエサ場にしない。

②フンがあればすぐ始末する。

③近所の人たちと十分にコミュニケーションをとる。

④今以上に猫が増えすぎないように不妊去勢手術をする。

　新潟県では飼い主のいない猫への去勢手術費用の補助制度があります。

　他県では、フン尿や花壇を荒らすなど近隣住民に迷惑をかけていた猫が出入りしていた
家の方が訴えられた事例があります。その方は猫は飼っていないと主張しましたが、常習
的に餌を与えていたことで、飼い主と同等であると判断され、被害にあっていた近隣住民
に対し損害賠償支払の判決がでています。
　餌付けには責任が伴います。家庭に迎えて飼うことが不可能な場合でも、避妊・去勢手
術を施し、排泄物の処理も行うなどの決意を持ちましょう。

  問 　猫に関する相談窓口　新潟県動物愛護センター　☎ 0258 ー 21 ー 5501

広報ゆざわ　2021. 3. 28 14



2021 年 2020 年 増減

発生件数 4 件 6 件 － 　2

死亡者数 0 人 0 人 0

負傷者数 7 人 9 人 － 　2

湯沢町の交通事故発生状況

（2021 年１月１日～２月 28 日）

まちのうごき
２月届出分 ２月28 日現在 前年比

出生 2 人 男 4,102 人 －   86  

死亡 14 人 女 3,929 人 － 188

転入 31 人 計 8,031 人 － 274

転出 24 人 世帯 3,901 戸 － 199

事業所から排出される廃電化製品のごみの出し方が変わります
令和３年４月１日以降の事業系廃電化製品のごみの出し方についてご案内

　事業所から排出される廃電化製品（以下、事業系廃電化製品）

は、これまで南魚沼市不燃ごみ施設にて受け入れを行っていまし

たが、事業系廃電化製品は産業廃棄物の「廃プラスチック」、「金

属くず」などに該当することや内蔵されるリチウムイオン電池等

による小火等が発生していることから、令和3年3月31日をもっ

て南魚沼市不燃ごみ処理施設での受け入れを終了します。

　令和 3 年 4 月 1 日以降、事業系廃電化製品については、「産業

廃棄物」として各事業者の責任において処理を行ってください。

  問 　環境農林課　☎ 025 ー 788 ー 0291

　産業廃棄物収集運搬許可業者、産業廃棄物処理施設については、南魚沼地域振興局環境センター

（☎ 025 ー 772 ー 8154）までお問い合わせください。

　ごみの処理が適正に行われるよう、事業者の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

　令和 3 年 4 月 1 日以降の事業系廃電化製品のごみの出し方は下記のとおり変わります。

令和 3年 3月 31日まで

・�「その他不燃ごみ」の収集日に清潔の家

（ゴミステーション）に排出

・南魚沼市不燃ごみ処理施設への直接搬入

・一般廃棄物収集運搬許可業者による収集

※ 令和 3 年 4 月 1 日以降、上記の方法で出すと違反ごみ・

収集対象外のごみとなりますのでご注意ください。

令和 3年 4月 1日より

・ 産業廃棄物収集運搬許可業者による

収集

・産業廃棄物処理施設への直接搬入
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３月は新潟県自殺対策強化月間です健康ほほっっとと情報

今回のテーマは“見過ごさないで、大切な人の悩み”です。

　大切な人や身近な人に、不眠やイライラ、気持ちの落ち込みなど「いつもと

違う」様子が長引いていたら…なにか問題を抱え、悩んでいるかもしれません。

　悩みやストレスから生じるこころの疲れは、身体面、精神面、行動面の変化

となってあらわれます。

まずは、ひと声かけてみてください。

・最近眠れてる？	 	 	 	 ・どうしたの？ 	元気がないみたい

・なにか心配事があるんじゃない？	 ・よかったら話してみて、聴くよ

　国内の自殺者数は、平成 10年に年間３万人を超え、自殺対策の総合的な推進のために平成 18年、

自殺対策基本法が施行されました。その結果、自殺者数は減少に転じましたが、今なお毎年２万人も

の人が自殺により尊い命をなくされている現状があります。

　新潟県の自殺者数も減少傾向にありますが、令和元年の人口動態統計で、全国の自殺死亡率は 15.7

であるのに対し、新潟県の自殺死亡率は 18.5（ワースト 4位）と依然、ワースト上位で推移していま

す。保健所管内別でみると、県内における当保健所管内の自殺死亡率は常に高い位置で推移し、市町

村別でみると、湯沢町は令和元年の自殺死亡率は 37.9 と県内ワースト 2位となっており、町の喫緊

の課題です。
※１）自殺死亡率とは：人口10万人当たりの自殺者数を示した数値

　周囲がわかる変化　

□以前と比べて表情が暗く、元気がない

□体調不良の訴え（体の痛みや倦怠感）が

多くなる

□仕事や家事の能率が低下、ミスが増える

□周囲との交流を避けるようになる

□遅刻、早退、欠勤（欠席）が増加する

□趣味やスポーツ、外出をしなくなる　

□飲酒量が増える　　など

気づく

　自己チェック　

□毎日の生活に充実感がない

□これまで楽しんでやれていたことが、

楽しめなくなった

□以前は楽にできていたことが、今では

おっくうに感じられる

□自分が役に立つ人間だと思えない

□わけもなく疲れたような感じがする
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◎よい聴き方

健康ほっほっとと情報

そして、ゆっくり話を聴きましょう。相手の思いを尊重し、共感する気持ちが大切です。

◎悪い聴き方

× 一方的な説得

× 相手の言い分を

否定する

× 安易な解決策を

提案し、単に励ます

○専門機関への相談をすすめる

　医療機関や相談機関など

○話を聞いた人も一人で抱え込まない

　プライバシーに配慮したうえで、本人の気持ちや状況を理

解してくれる家族や友人など親しい人たちに協力を求める

○相談に乗った後も温かく見守る

　自然な雰囲気で声をかける　�（�「調子はどう？」など�）

  聴くことの効果…
　相手に「しっかり聴いてもらえた」

と実感してもらうことが大切です。

　すると相手は、すっきりした気分に

なり、自分の気持ちを理解してもらえ

たという安心感を得ます。そして、話

しているうちに自分のことや

周囲の状況を少しずつ冷

静に判断できるよう

になるのです。

必要な支援につなげ、
温かく見守る

ポイント
悩みを真剣に受け止める

ポイント
相手が無理なく話せる

環境をつくる

ポイント
相手の気持ちに寄り添い、
ねぎらいの言葉をかける

ポイント
心配していることを伝える

そう重く考えなくても

いいって！
それは考えすぎだよ

大丈夫だよ、

何とかなるって

こうすればいいよ

絶対いいから

× 話をそらす

相談窓口 電話番号 開設時間

湯沢町健康増進課（保健師） ☎ 025 － 784 ー 3149 8:30 ～ 17:15

月曜～金曜（祝日を除く）南魚沼地域振興局健康福祉環境部 ☎ 025 － 772 ー 8137

こころの相談ダイヤル ☎ 0570 － 783 ー 025
毎日 24 時間

新潟いのちの電話（新潟） ☎ 025 － 288 ー 4343

　悩み事は抱え込まないことが大切です。悩んでいる本人だけでなく、悩みを打ち明けられた人も、わか

らないことや迷っていることがあったら専門機関に相談してください。

ひとりで悩まないで

そうだったんだ つらかったね…　
　よく我慢したね

元気がないから
心配で

ちょっと
お茶でもどう？

聴く
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届出が必要なとき 必要なもの

社
会
保
険
等
の

切

り

替

え

・就職した（→社会保険等に加入した）

・家族を社会保険等の扶養にした

・湯沢町国保の被保険者証

・社会保険等の被保険者証

・資格取得連絡票

・退職した（→社会保険等を離脱した）

・家族を社会保険等の扶養から外した
・資格喪失連絡票

住 

所 

等 

の 

変 
更

・町外から転入してきたとき ・転出証明書

・町外へ転出するとき ・湯沢町国保の被保険者証

・就学のために転出するとき

  （※町の国保に加入します）

・湯沢町国保の被保険者証

・在学証明書または学生証の写し

・町外に住所のある学生が卒業などで

　学生でなくなったとき

・湯沢町国保の被保険者証

  （被保険者証に ㊫ と入っているもの）

＜加入の場合＞

・加入した月までさかのぼり、国保税が課税されます。

・保険証がない間、医療機関での支払は全額自己負担と

　なります。

＜脱退の場合＞

・他の健康保険料と国保税を二重で負担することになり

　ます。

・他の健康保険に加入後、国保の保険証で医療機関を受

　診しますと、国保が負担した医療費を返納していただ

　くことになります。

国保に関する届出が遅くなると…
すべての手続きにおいて、

免許証、マイナンバーカードなどの

本人確認書類も併せてご持参ください

　進学や就職、転入などで保険の種類が変わったときは、

国民健康保険の加入、脱退の手続きをお願いします。

　勤務先が代行して手続きをしてくれることはなく、自分

か同一世帯の人による手続きが必要です。

異動が生じたら  14日以内  に届出してください

＝ 国民健康保険に関する届出を忘れずに ＝

国民健康保険 からの お知らせ

 問 　町民課　☎ 025 ー 784 － 3453

広報ゆざわ　2021. 3. 28 18



※コホート研究とは、生活習慣や体質などの違いにより、住民の健康状態がどのように変化したかを長期にわたり調べる研究です。

■■ 湯沢コホート研究よりご報告　～ 腎機能と握力の関連性について ～ ■■

■■ たんぱく質摂取量について　～ 湯沢町の健康調査 ～ ■■

未来の健康のために
「湯の街ゆざわの健康調査」

湯沢コホート研究

新潟大学大学院医歯学総合研究科

健康増進医学講座 南魚沼分室

☎ 025 ー 775 ー 7876

　サルコペニア（筋肉量低下）になりやすい病気として腎臓

病が知られています。今回「湯の街ゆざわの健康調査」の参

加者 594 人について、腎機能（eGFR）を血液中のシスタチ

ン C 濃度より計算して、握力との関連性を調べました。その

結果、低握力（男性＜ 26kg、女性＜ 18kg）は腎機能低下

と関連していることがわかりました。今後コホート研究では、

サルコペニア予防のための方法を検討していきたいと考えて

います。

【参照】 Gerontol A Biol Sci Med Sci. 2020:glaa240.

doi: 10.1093/gerona/glaa240.

　活動的な生活をするための筋力維持には運動や適切なたんぱく質摂取が欠かせません。

　平均的な体格の、活動量が「ふつう」の方のたんぱく質摂取の目標量をグラフで示しました（「ふつうの活動量」とは家事、

デスクワーク、軽いスポーツを行っているなど）。

　湯沢町の健康調査に参加されている方々のたんぱく質摂取量（男性は  、女性は  ）は、目標量に比べて、男性の 40

～ 64 歳と 65 ～ 74 歳では低く、男性の 75 歳以上と女性の全年齢区分では同程度でした。なお、たんぱく質目標摂取量は、

体格が大きい人や活動量が多い人は示した値の上限値を目標とし、体格が小さい人や活動量が少ない人は目標値の下限を目標

にしてみてください。ご自身の目標値を詳しくお知りになりたい方は「日本人の食事摂取基準 2020 年版」をご参照ください。

■■ お願い ■■　

　コホート研究に同意いただいた皆さんには、3 月下旬に健康調査票をお送りします。ご記入いただきましたら、同封の返信

用封筒で返送をお願いいたします。引き続き、皆さまのご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

・腎臓が悪い方など摂取量に注意が必要な場合もありますので、主治医の指示に従ってください。

・目標量は生活習慣病の発症予防を目的とした指標〈日本人の食事摂取基準（2020 年版）より〉です。

・厚生労働省パンフレット「食べて元気にフレイル予防」に記載されている表を改変して作成しました。

・湯沢町の健康調査参加者のたんぱく質摂取量はベースライン調査データ集より、性別ごとの中央値を引用しました。

※ 1　40 ～ 64 歳の数値です。

たんぱく質

18 ～ 29 歳

30 ～ 49 歳

50 ～ 64 歳

65 ～ 74 歳

75 歳以上

86 ～ 133 ｇ

91 ～ 130 ｇ

65 ～ 100 ｇ

68～ 98ｇ

88 ～ 135 ｇ

90 ～ 120 ｇ

79 ～ 105 ｇ

67 ～ 103 ｇ

69～ 93ｇ

　　　62 ～ 83 ｇ

60g 80g 100g 120g 140g

男性 女性

※１

※１

※１

※１
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令和３年度

湯沢町公民館講座生募集

公
民
館
講
座
に
参
加
し
、
生
涯
学
習
の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か
⁈
　「
や
っ
て
み
よ
う
！
」
か
ら
新
た
な
自
分
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
！

受講の申し込みは

４月 13 日㊋ まで

学習の講座 期 ：期間　人 ：定員　費 ：受講料　内 ：内容　師 ：講師

実用英会話講座（昼）
費  4,000円　人  15名　師  ALT

期  ５～ 11 月 金曜日（全 20 回）　15：00 ～ 16：30 　

内   日常会話や海外旅行などで役立つ実用的な英会話を ALT の先

生によるネイティブな英語で学びます。

湯沢の自然と歴史にふれる講座（火曜コース）
費  3,000円　人  15名　師  高橋正明さん　

期 ４～ 11 月  月１回火曜日（全 8 回）　９：00 ～ 11：30

内   美しい自然、悠久の歴史、道端に佇む石仏等。豊かな自然と

歴史に触れながら、わが町湯沢のすばらしさを学びましょう。

（マイクロバス利用）９月に特別講座（町外・終日）を予定。

※ 受講歴３年以下の方を対象とした講座です。初めての方大

歓迎！

古文書入門講座（★）
費  3,000 円　人  15 名　師  笛木孝雄さん

期 ５～ 11 月  第 2・4 水曜日（全 13 回）　13：30 ～ 15：30

内   地域に残された古文書から解読の基礎を学ぶ、初心者向き古

文書入門講座です。文献資料を読み解くことで当時の生活や

地域の歴史を紐解きましょう。

初級英会話講座（夜）
費  ５～ 11 月 4,000円  ７～ 11月 2,500円  人  15名  師  ALT

期  ５～ 11 月 火曜日（全 20 回）　７～ 11 月 火曜日（全 12 回）

　  19：30 ～ 21：00

内   ５～６月は始めたばかりの方や初受講の方を対象、７～ 11 月

は更なるレベル UP を目指しましょう。（経験者は７月より受

講）なお、ALT 講師は湯沢学園で子どもたちに英語を教えて

いる先生です。

湯沢の自然と歴史にふれる講座（水曜コース）
費  3,000円　人  15名　師  高橋正明さん

期  ４～ 11 月  月１回水曜日（全 8 回）　9：00 ～ 11：30

内   湯沢町の自然と歴史をより深く知るための講座です。里山の

自然を散策し、草花や樹木に触れたり、現地を訪ねながら湯

沢の歴史をより深く学びます。（マイクロバス利用）７月に特

別講座（町外・終日）を予定。※経験年数は問いません。

湯沢の歴史初心者講座（★）
費  3,000 円　人  15 名　師  高橋正明さん

期  ５～ 11 月  月１回月曜日（全 7 回）　13：30 ～ 15：00

内   三国街道や戊辰戦争（三国峠の戦い等）。湯沢町を舞台とした

歴史について、資料を元に一緒に学びましょう。初心者向き

のやさしい座学講座です。

趣味の講座 期 ：期間　人 ：定員　費 ：受講料　内 ：内容　師 ：講師

陶芸講座（★）
費  開講後決定　人  15名　師  陶芸サークル

期  ５～ 10 月 月曜日（全 21 回）　19：00 ～ 21：00

内   自分だけの器づくりをしてみませんか？ 温かく味わい深い陶

芸にチャレンジ！初心者・経験者問わず募集します。

はじめての生花講座（★）
費  開講後決定　人  10名　師  髙橋徳子さん　

期  5 ～ 11 月 木曜日  月 1 ～ 2 回（全９回） 13：30 ～ 15：30 

内   池坊講師による初心者向け生花講座。池坊“自由花”を基礎

から学び、空間を美しく彩る技術を習得し“花を生けて心豊

かな日々の生活を楽しむ”。女性はもちろん男性の参加をお待

ちしています。

おとなのピアノ講座（★）
費  開講後決定　人  10名　師  髙橋明美さん　

期  ５～２月 火曜日 8 月休講   （全 15 回） 10：00 ～ 11：30 

内   知っている曲が 1 回目からすぐに両手で弾けます！憧れのピ

アノが弾けたら楽しいですよね。童謡・唱歌から歌謡曲・映

画音楽まで。さあ、あなたもご一緒に楽しみましょう♪

スマホの教室（★）
費  無料　人  自由参加　師  公民館職員

期  ５～７月  第 2・4 金曜日（全 6 回） 10：00 ～ 11：30  

内   「スマホを持っているけど、全然使い方が分からない！」とい

う方はぜひご参加ください！基本的な使い方から人気のスマホ

機能の使い方まで、なんでもお教えします！自由に学べる初心

者のためのスマホの教室。どなたでも大歓迎です！ (^ ▽ ^)/

★ … 【 魚沼地域定住自立圏企画講座】魚沼地域（湯沢町・南魚沼市・魚沼市）在住の方が受講できる講座です。
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 申し込み方法 

 対 象 者 　湯沢町民、湯沢町にマンションを所有している方、湯沢町在勤の方

★ … 【 魚沼地域定住自立圏企画講座】魚沼地域（湯沢町・南魚沼市・魚沼市）在住の方が受講できる講座です。

 申込期間 　令和３年３月 29 日㊊～４月 13 日㊋　午前９時～午後８時　　

 申込方法 　以下１・２・３のいずれかの方法でお申し込みください。

１．湯沢町公民館事務室窓口でのお申し込み

　　公民館事務室窓口の申込用紙に希望講座・氏名・住所・年齢・電話番号をご記入ください。

２．電話・ファクスでのお申し込み

　　☎ 025 － 784 ー 2460　 FAX 025 － 784 ー 3737

　　希望講座名、氏名・住所・年齢・電話番号をお知らせください。

３．E-mail でのお申し込み

　　件名に希望講座名、本文には氏名・住所・年齢・電話番号をご記入ください。　

＊先着順にて決定させていただきます。

＊申込者が 5 名未満で開講出来ない場合や定員となり受講出来ない場合などは連絡させていただきます。

＊受講できる方には、後日要項を送付いたしますので開講日等をご確認のうえ、ご参加ください。

《学習の講座受講料について》●公民館主催の講座

＊ 学習の講座（英語等の学習関連）につきましては、

公民館が主催し受講料を徴収します。

 ・受 講 料 納 入 先：湯沢町公民館

 ・受講料納入期間：４月 19 日㊊～５月７日㊎　

　 午前９時～午後８時

公民館事務室窓口へ受講料を添え受講手続きをしてください。

※土曜・日曜・祝日も納入可能です。

＊申込期間終了後のキャンセルはできません。

＊期日までに受講手続きをしない方は受講出来ません。

＊申し込みした本人以外の方に代わる事は出来ません。

＊中途退講の場合でも、受講料は返金しません。

 問 　湯沢町公民館　☎ 025ー 784ー 2460   FAX 025ー 784ー 3737   kouminkan@town.yuzawa.lg.jp

　申込方法等で不明な点がありましたら、

湯沢町公民館までお問い合わせください。

《趣味の講座受講料について》●開講後受講料決定の講座

＊受講料は講座開講後に講師と受講生が相談して決定します。

　（受講者数により、一人あたりの受講料が変わります。）

＊各講座内に会計係をおき、受講料を徴収します。

＊全課程終了後、公民館に収支報告をしていただきます。

「初級英会話講座」の無料おためし講座を行います。

ぜひ一度体験してみてください。

おためし初級英会話講座
４月 13 日㊋　午後７時 30 分～　１時間程度
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※土曜・日曜・祝日の受付は行っておりません。

※湯沢町住宅リフォーム支援事業・事業用施設リフォーム支援事業は、令和元年度をもって終了しております。

　町では、皆さんの住宅環境の向上を目的に、予算の範囲内において補

助を行います。詳細につきましては、各担当課へお問い合わせください。

また、町ホームページからもご覧いただけます。

令和３年度　

各種住宅支援制度

事業  および　 受付期間 補　助　対　象 補助率および補助金 担当課

湯沢町克雪

すまいづくり支援事業

 （4 月 1 日～ 10 月 29 日） 

克雪住宅（融雪式・耐

雪式・落雪式）を新築・

増築または改良する

もの

過 去 に 補 助

金 の 交 付 を

受けた者は、

交 付 で き な

い か 、 限 度

額 と の 差 額

になります

13.2％～ 22％

（ 限 度 額 33 万 円

～ 55 万円）

※ 世帯状況や住宅

の形式により、

補助率・限度額

が異なります

建設課
湯沢町木造住宅

耐震診断支援事業

 （4 月 1 日～ 10 月 29 日） 

昭和５６年５月３１日以

前の基準で建築され

た木造建築物の耐震

診断を行うもの

６～８万円

湯沢町木造住宅

耐震改修支援事業

 （4 月 1 日～ 10 月 29 日） 

上記の診断を行った

もので、結果耐震改

修の必要があり、そ

の改修を行うもの

限度額 65 万円

高齢者・障がい者向け

住宅整備事業

 （通年） 

対象者（介護保険の要介護・要支援の判定

を受けているか、身体障害者手帳１・２

級、療育手帳Ａのいずれかを所持してい

る方）またはその親族が所有し、かつ対

象者が居住する既存の住宅について、バ

リアフリー等の工事を行うもの

50％～ 100％

（補助基準額

　　上限 50 万円）

※ ただし介護保険

対象者は30万円

福祉介護課

 問 　建設課　☎ 025 ー 784 ー 4852　　福祉介護課　☎ 025 ー 784 ー 4560
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 申  ・  問 　企画政策課　☎ 025 ー 784 ー 3454　FAX 025 ー 784 ー 1818

新型コロナウイルス感染症

感染防止のため参加者は下記のことにご留意ください

〇参加者の方は、マスクの着用をお願いします。

〇発熱など体調が悪い方は、参加をご遠慮ください。

〇 参加人数は、1組あたり2名までとさせていただきます。

〇室内の換気のため、窓やドアを開けて行います。

４月の開店日 

4 月 15 日木 まで

※ 指定の用紙にご記入のうえ、事前に役場企画政策課へ提出、もしくはファクスで申し込みが必要です。

※ 申し込みは先着順で３組までとさせていただきます。

４月 22 日木
①午前　9 時～　9 時 50 分

②午前 10 時～10 時 50 分

③午前 11 時～11 時 50 分

田村町長と直接お話しませんか？

気楽な雰囲気の中で、町

民の皆さまの声をお聞

かせください。お気軽に

お申し込みください。

締 め 切 り 

受講生を次のとおり募集します。

詳細についてはお問い合わせください。

総合建設科 
令和３年５月入校生募集

介護員養成科１期
令和３年５月入校生募集

魚沼テクノスクール

 対　　象 　 建設の基礎知識・技能を習得し、就職を

希望する人　※定員　10 人

 期　　間 　５月 11 日㊋～８月 10 日㊋
平日午前９時～午後３時 50 分

 会　　場 　魚沼サンティックスクール

（南魚沼市西泉田 48 番地１）

 受 講 料 　無料　

※ ただし、テキスト代等自己負担あり

 申し込み 　 ハローワーク南魚沼へお申し込みくだ

さい。

締め切り　４月 15 日㊍

 対　　象 　 介護に必要な知識・技能を習得し、福

祉や介護分野への就職を希望する人　

※定員　12 人

 期　　間 　５月７日㊎～７月６日㊋
 平日午前９時～午後４時 30 分

（延長の場合あり）

 会　　場 　ＡＢＣ魚沼研修センター

（魚沼市小出島 1177）

 受 講 料 　無料　

※ ただし、テキスト代等自己負担あり

 申し込み 　 ハローワーク南魚沼へお申し込みくだ

さい。

締め切り　４月 13 日㊋

  問 　県立魚沼テクノスクール　☎ 025 ー 794 ー 2410  

23



イノシシを目撃した場合や痕跡を見つけた場合は、直ちに役場または警察署に連絡してください。

 問 　湯沢町役場 環境農林課  ☎ 025 ー 788 － 0291  　南魚沼警察署  ☎ 025 ー 770 － 0110

目撃情報は 役場または警察署へ

広報ゆざわ　2021. 3. 28 24



越後湯沢駅東口　駅前広場駐車場

12 月１日から3030分分を超超えると有料有料です

 有料期間 　令和２年 12 月１日㊋　～　 期限なく継続します 

 駐車料金 　最初の 30�分（※）まで�…�無料　　　�これを超えた場合�…�30�分ごとに 200��円

※駐車場の管理は、越後湯沢駅前広場条例に基づきます。

※越後湯沢駅前広場条例の禁止行為に該当する、客引き行為等を行うための車両の駐車は禁止します。

※４月１日から 11 月 30 日の間は、最初の 60 分は無料。

　これを超えると 30 分ごとに 200 円。年間を通じ午後８時から翌朝午前７時までは無料。

越後湯沢駅東口駅前広場は、送迎や切符の購入などで一時的に駐車するスペース

です。長時間の駐車は滝沢駐車場や、CoCoLo 湯沢駐車場をご利用ください。

　12 月 1 日からカメラ式駐車場管理システムを導入しました。出庫時に精算機でナンバープレート

4 桁を入力して精算していただきます（入庫時の駐車券発行はありません）。精算機は、駐車場に隣

接の越後湯沢駅東口バス乗り場付近に設置しています。

　なお、通勤通学や旅館民宿等の送迎など、30 分以内のご利用の方は精算の必要はありません（建

設課発行の送迎車用ステッカーは廃止します）。　

越後湯沢駅東口駅前広場に
カメラ式駐車場管理料金精算システムカメラ式駐車場管理料金精算システム を導入しました

一
般
大
型
車

越後湯沢駅東口

一般車両
ロータリー

精算機設置位置

 問 　建設課　☎ 025 － 784 － 4852
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✿✿ ✿
春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動

4 月 6 日火～ 4 月 15 日木
春風に　ゆとりを乗せて　安全運転

1. 子どもと高齢者を始めとする歩行者の安全の確保

〇横断歩道での歩行者優先（新潟県重点）

　運転手は幼稚園や保育園、学校などの周辺では、十分に速度を落として安全運転を心掛けましょう。横断歩道

は歩行者が最優先です。横断歩道の手前で歩行者を見かけたら減速や一時停止をしましょう。

　歩行者は道路を横断するときは、確認する方向に体をしっかり向けて遠くまで見るなど、安全を十分に確認し

ましょう。夜間に外出する際は、明るい服装を心掛け、夜光反射材等を積極的に着用しましょう。

2. 自転車の安全利用の推進
　自転車を安全に利用するために「自転車安全利用五則」を守りましょう。

①自転車は、車道が原則、歩道は例外

②車道は左側を通行

③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行

④安全ルールを守る

⑤子どもはヘルメットを着用

○飲酒運転等の危険運転の防止

　「飲酒運転は重大な犯罪」です。「飲酒運転をしない、させない、許さない」を合い言葉に飲酒運転を根絶しましょう。

　二日酔いでも飲酒運転になります。翌日に車の運転が予定されている時には、深酒は控えましょう。

　自転車であっても飲酒運転は違反です。絶対にやめましょう。

○あおり運転等はやめましょう

　「あおり運転」等は、重大な交通事故につながる悪質・危険な行為であり、道路交通法違反に該当します。トラ

ブルに巻き込まれないためにも、車を運転する際は、周りの車の動きなどに注意し、相手の立場について思いや

りの気持ちを持った運転を心掛けましょう。

3. 歩行者等の保護を始めとする安全運転意識の向上

○高齢運転者の交通事故防止

　歳を重ねるにつれ身体能力は低下していきます。高齢運転者は、ゆとりを持った運転を心掛けましょう。特に、

夜間や雨の日の運転を控え、スピードを出さないように努めましょう。

　サポカーとは、衝突被害軽減ブレーキ（自動ブレーキ）を搭載した自動車です。

　サポカー S とは、衝突被害軽減ブレーキに加え、ペダル踏み間違い時加速抑制

装置等を搭載した、特に高齢者に推奨する自動車です。

サポカー サポカーＳ を知っていますか？・

運動の重点
４月 10 日は交通事故死ゼロを目指す日です。
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日 ：日時・期間　場 ：会場　対 ：対象・定員　費 ：参加費　持 ：持ち物　服 ：服装　申：申し込み

　4月24日㊏桜ウォーキング開催！！

　寒い年あり、暑い年あり、今年の天候と桜の具合はどんな

でしょうか。

　中央公園の花々や岩原桜を楽しみながらウォーキング・ノ

ルディックウォーキング・サイクリングを楽しみましょう♪

　詳細は次号の広報ゆざわをご覧ください。

たまにはみんなでウォーキング＆
ノルディックウォーキング

NPO 法人 ユースポ！ 
〒949ー 6102　湯沢町神立628ー 1　湯沢カルチャーセンター内

●☎ 025ー 785ー 2123　● FAX 025ー 785ー 6911　●受付時間　平日9：00～ 18：30
●メール　info@youspo.net　●ホームページ　https://youspo.net https://youspo.net

ユースポ！ＷＥＢ

お気に入り登録！

4 ユ月 の ー ポス 　！

2種目以上参加する人は断然おとく

　年々購入者が増えるユースポ！パスポート。3 万円で

2021 年度のユースポ！おとなの教室に出放題！

（※要ユースポ！会員登録、写真もしくは写真代 300 円）

　ヨガ、ピラティス、水泳、ボクシング、居合、ストレッチ、

けんこつ体操、月一イベントなどなど、2021 年度活動的な

あなたに最適なアイテムですよ～。

パスポートのご案内

新年度から心も新たに体をメンテナンス♪

　春到来。新年度の節目に動き出しましょう。

　筋力・柔軟性・持久力・心肺能力の維持、からだのゆが

み改善、種目のスキルアップ、お友だちの輪、目的は色々

で OK ！

　ぜひ、会員登録し、『湯沢町の総合型地域スポーツクラブ

ユースポ！』を活用してください。

新年度の ユースポ！ 新年度の ユースポ！ 

会員登録受付中！！会員登録受付中！！

２０２１年度ユースポ！
会員募集のお知らせ
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2021 年度 定期的な教室の第１期が始まります！2021 年度 定期的な教室の第１期が始まります！

ステップボクシング
  対  16 歳以上
  内   リズムにのってパンチやミット打

ちをする新しいスタイルのボクシ
ングです。

  場  湯沢カルチャーセンター
  日  4/23 ～ 6/25（全 10 回）毎週金曜　20:00 ～ 21:00

健康水泳教室
  対  16 歳以上
  内   水泳は心肺機能を高め、しなやかな

筋肉を作ります。愛好家から健康志
向の方まで気軽にご参加ください。

  場  健康増進センター内プール
  日  4/7 ～ 6/23（全 11 回）毎週水曜　19:00 ～ 20:00
　　5/5 はお休み

太極拳
  対  16 歳以上
  内   自分の体力に合わせて参加できま

す。幅広い年齢層の方が参加でき
る健康法です。

  場  湯沢カルチャーセンター
  日  4/2 ～ 6/18（全 11 回）毎週金曜　13:30 ～ 15:00
　　4/30 はお休み

居合道
  対  16 歳以上
  内   居合とは抜刀から納刀に至るまで

の一連の動作を武道としています。
  場  湯沢カルチャーセンター
  日  4/7 ～ 6/23（全 11 回）毎週水曜　19:00 ～ 20:30
　　5/5 はお休み

アクアエクササイズ　 火夜  
  対  中学生以上
  内   水の抵抗を最大限利用してしなや

かな筋肉を作ります！ 
  場  健康増進センター内プール
  日  4/6 ～ 6/22（全 11 回）毎週火曜　18:30 ～ 19:20
　　5/4 はお休み

アクアエクササイズ　 木夜  
  対  中学生以上
  内   水の浮力でラクラク動けます。運

動不足や体力に自信のない方も大
丈夫！

  場  健康増進センター内プール
  日  4/1 ～ 6/17（全 11 回）毎週木曜　19:30 ～ 20:20
　　4/29 はお休み

ヨガ　 昼 
  対  16 歳以上
  内   様々なポーズ、呼吸法により免疫

力や自然治癒力を高めます。肩こ
り・冷え性・便秘などにも効果的！

  場  湯沢カルチャーセンター
  日  4/6 ～ 6/29（全 11 回）毎週火曜　9:30 ～ 10:30
　　5/4、6/1 はお休み

ヨガ　  夜 
  対  中学生以上
  内   様々なポーズ、呼吸法により免疫

力や自然治癒力を高めます。肩こ
り・冷え性・便秘などにも効果的！

  場  湯沢カルチャーセンター
  日  4/5 ～ 6/28（全 11 回）毎週月曜　19:30 ～ 20:30
　　5/3、31 は休み

ピラティスエクササイズ 昼  
  対  16 歳以上
  内   身体の芯の筋肉「コア」を鍛え、

内側から強くしなやかにします。
腰痛、肩こり等が緩和され、姿勢
も良くなります。

  場  湯沢カルチャーセンター
  日  4/1 ～ 6/17（全 11 回）毎週木曜　13:30 ～ 14:30
　　4/29 はお休み

ピラティスエクササイズ  夜 
  対  中学生以上
  内   身体の芯の筋肉「コア」を鍛え、

内側から強くしなやかにします。
腰痛、肩こり等が緩和され、姿勢
も良くなります。

  場  湯沢カルチャーセンター
  日  4/5 ～ 6/21（全 11 回）毎週月曜　19:30 ～ 20:30
　　5/3 はお休み

費 各教室　会員：6,000 円　非会員：9,600 円　※ステップボクシングのみ　会員：5,500 円　非会員：8,800 円

申 湯沢カルチャーセンター窓口までお申し込みください。
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　毎月開催しています！
転倒予防のための筋肉や骨を
鍛える運動です！
誰でも OK！
気軽にご参加ください。

けんこつ
体　　操

　申し込み不要です。参加できる会場へどちらでも

お気軽に足をお運びください。

問 地域包括支援センター ☎ 025 － 784 － 3000

　  NPO 法人ユースポ！   ☎ 025 － 785 － 2123  持ち物 　タオル、飲み物　　 参加費 　１回 ２００円

会場 開催日 時間
神立中央集会場（田中） 9 日 ㊎ 23 日 ㊎

10:00 ～ 11:30

神 立 中 央 会 館（栄町） 13 日 ㊋ 27 日 ㊋

農山村総合開発センター
6 日 ㊋ 13 日 ㊋

20 日 ㊋ 27 日 ㊋
下 湯 沢 公 民 館 7 日 ㊌ 21 日 ㊌

総 合 福 祉 セ ン タ ー
9 日 ㊎ 16 日 ㊎

23 日 ㊎ 30 日 ㊎

おやこで GENKI 教室・ジュニア合同トレーニングはおやこで GENKI 教室・ジュニア合同トレーニングは

5 月から毎月 1 回開催します！5 月から毎月 1 回開催します！

２０２１年度 子どもの教室が始まります！２０２１年度 子どもの教室が始まります！

ジュニア女子バレーボール教室
  対  小学１～６年生の女子　25 名

※ユースポ！会員登録が必要です。

  内   バレーボールで仲間づくり！ チームの一体感を味

わおう！

  場  湯沢カルチャーセンター、旧小学校

  日  ▽前期 4/6㊋ ～ 9月 ▽後期 10 月～ 3月

　　4～ 12 月　火曜 19：00 ～ 21：00

 　  　  　　 　 土曜  9：00 ～ 12：00

　　1～  3 月　火曜・金曜 19：00 ～ 21：00

※  4/6㊋ 19：00 ～ 湯沢カルチャーセンターアリー

ナにて保護者説明会を開催します。

  費  前期・後期：各 8,000 円

　  前後期一括：　 14,600 円

フラダンス
  対  保育園・幼稚園年少～小学６年生　20 名

  内   ハワイの音楽に合わせて基本のステップとハンドモー

ションから楽しく学び、簡単な曲を踊りましょう。

  場  湯沢カルチャーセンター

  日  第 1期 4/7 ～ 6/23( 全 11 回 )

　　5/5 はお休み

　　毎週水曜　17:00 ～ 18:00

  費  会　員：6,000 円　

　　非会員：9,600 円

申 湯沢カルチャーセンター窓口までお申し込みください。

目指せ、１か月２０万歩！

▽エントリー費……エントリーした日から１年間　６００円

▽エントリー方法… ユースポ！事務局（カルチャーセンター

内）、または保健センターへ料金を添え

てお申し込みください。

▽希望者には歩数計貸出あり（先着順）

▽特典：カルチャートレーニング会員３か月券が

　　　　1,500 円→ 1,250 円　※ご利用時、要記録票提示。

≪１月　歩数 TOP ５≫

健康ウォーク　歩いてマンボ♪

RANK 歩数 RANK 歩数

１ 662,752 ４ 371,716

２ 650,505 ５ 347,518

３ 502,069

※ ２０万歩に達した月は共同浴場無料招待券進呈。エントリー時にお渡しした記録票をご持参ください。月途中での招待券進呈

は行っておりません。翌月に記録票をご持参ください。   例）３月中に 20 万歩に達した →４月中に無料招待券進呈
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4 月 の 暦　
保健・福祉行事の日程をお知らせします

このページに関するお問い合わせは　保健センター（総合福祉センター内）（☎ 025 ー 784 ー 3149）まで。

乳幼児の保健衛生行事

日 種　　目 対　　象 時　　間 会　　場

6 日㊋ 母子健康手帳交付 妊娠証明を受けた方 16：00 ～ 17：00

総合福祉センター

13 日㊋

１歳児歯科健診 令和２年２月～３月生まれ 個別に案内した時間

２歳児歯科健診 平成 31 年２月～３月生まれ 個別に案内した時間

母子健康手帳交付 妊娠証明を受けた方 16：00 ～ 17：00

15 日㊍ １歳６か月児健診 令和元年８月～９月生まれ 個別に案内した時間

20 日㊋ 母子健康手帳交付 妊娠証明を受けた方 16：00 ～ 17：00

27 日㊋ 母子健康手帳交付 妊娠証明を受けた方 16：00 ～ 17：00

保健衛生行事

日 種　　目 対　　象 受付時間 会　　場

行事なし

子どもの予防接種（完全予約制）  

△  

予防接種の予約電話番号　☎ 025 ー 780 ー 6313

＊予防接種を受ける際のお願い

・問診票は自宅で記入しましょう。

・受付時間には余裕を持ってお越しください。

・ ロタウイルスワクチンは飲み薬ですので、授乳後すぐの接種

は避けましょう。接種当日の授乳時間の調節をお願いします。

〇予約受付時間　月曜・火曜・木曜・金曜 … 13：15 ～ 13：35　水曜 … 13：30 ～ 14：30

障がい者地域生活支援事業

事業名 実施主体 日程・内容（＊は軽作業を行います） 会場・時間

ふれあいサロン
（毎週火曜日）

湯沢町社会福祉協議会
☎ 025 － 784 － 4111

６日＊ 13 日＊ 20 日＊ 27 日＊
湯沢町公民館

1 階和室

10:00 ～ 15:00コスモス
（毎週木曜日）

相談支援センターみなみうおぬま
☎ 025 ー 770 ー 1331

１日
ヘルス

チェック
８日＊

15 日
調理実習

22 日
お花見
散策

29 日
お休み

＊初めて参加される方は保健センターまでご連絡ください。

＊ いずれも参加費 50 円と主食（ご飯など）が必要です。 調理実習や行事の日は予約が必要です。 

　担当までお問い合わせください。 
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◎
水
曜
日
の
午
後
（
歯
科
以
外
）・
土
曜
日
の
午
後
・
日
曜
日
・
祝
日
は
休
診
で
す
。

　

救
急
患
者
様
は
担
当
医
師
が
対
応
し
ま
す
の
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

湯沢町保健医療センター外来担当医予定表湯沢町保健医療センター外来担当医予定表湯沢町保健医療センター外来担当医予定表４月１日から

令和３年３月 19 日現在の予定

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

整形外科

午
前 髙田 宮崎 ― 髙田

15日休診
角田 3日・17日髙田

午
後 髙田 宮崎

（３：00～４：30）
髙田 角田

外 科 終
日 ― ― 休診 ― ― ―

地域家庭
診療部
内科系
予約

午
前 井上 浅井 小坂

14日休診
浅井 土屋 ―

午
後 井上 福本 小坂

22日休診
浅井

地域家庭
診療部
内科系
予約

午
前 西谷 小林 井上

7日休診
土屋 西谷

2日休診
―

午
後 山﨑 井上

6日休診
― ―

地域家庭
診療部
内科系
予約なし

午
前 ― ― ― ― ― 担当医師

午
後 ― ― ― ―

地域家庭
診療部
内科系
予約なし

午
前 担当医師 担当医師 担当医師 担当医師 担当医師 担当医師

午
後 担当医師 担当医師 担当医師 担当医師

眼科

午
前

半沢
（10：00まで）

― ― 山下
（10：00まで）

― 10日担当医師
（10：00まで）

午
後

半沢
（再診予約診察のみ）

― 山下
（再診予約診察のみ）

―

小児科

午
前 担当医師 ― 担当医師 15日中島 ― ―

午
後 ― ― 15日中島

（２：30～３：15）
―

歯科

午
前 笠原 笠原

笠原

笠原 笠原 笠原
3日・17日休診口腔外科担当医師

14日・21日のみ

午
後 笠原 笠原

笠原

笠原 笠原口腔外科担当医師
14日・21日のみ

 受　付 　午前：８時３０分～１１時３０分　※眼科は１０時までです。

　　　  　午後：１時３０分～ ４時３０分　※月・木曜日の眼科は３時までとなり、予約の患者様のみです。

 　　　　　　　　　　　　　　　　 　  ※木曜日の小児科は３時１５分までです。

 診　察 　午前：９時～　

　　　  　午後：２時～　※火曜日の整形外科は３時からです。

  　　　　　　　 　 ※木曜日の小児科は２時３０分からです。

 その他 　「予約」の診察では予約のある方が優先となります。

　　　  　都合により担当医が一部変更・休診となる場合があります。

　　　  　睡眠外来、禁煙外来、白内障手術を行っておりますのでお問い合わ

　　　  　せください。往診、訪問診療、健康診断も適宜行っています。

 問 　湯沢町保健医療センター

    ☎ １８６ -０２５ -７８０ -６５４３

    ☎ ０２５ -７８０ -６５４４ （歯科）

地域家庭診療部： 診療時間内、診療時間外を問わず、発熱、咳、のどの痛み等の症状、かぜ症状、息苦しさ、強いだるさなど、

普段と異なる強い症状がある場合は、必ずお電話でご連絡【☎ 025 ー 780 ー 6543】ください。受診方

法をご説明いたします。

近藤真未医師、北口馨菜英医師の診察は３月で終了となり、４月から福本怜医師、山﨑駿気医師が着任

いたします。

眼　　　　　科：コンタクト・めがねの処方せんには対応しておりませんのでご了承ください。

木曜　久米川浩一医師の診察は３月で終了となり、４月から山下佳織医師が着任いたします。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、入館されるすべての方の体温測定を行っております。測定の結果、37.5℃未

満の方は、マスク着用、手指消毒し、そのまま館内にお入りください。37.5℃以上の方は一旦建物の外に出ていただき、

お電話【☎ 025 ー 780 ー 6543】にてその旨お話しください。携帯電話をお持ちでない方は、センター入口に設置のインター

ホンにてお話しください。係の者がご案内いたします。
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2
月
17
日
神
宮
寺  

海
人
さ
ん
（
宮　

林
）

（
神
代
）　

路
乃
さ
ん
（
宮　

林
）

ご
逝
去
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

2
月
21
日

髙
橋　

昭
一
さ
ん

（
駅　

通
、
92
歳
）

2
月
22
日

林　

庄
左
エ
門
さ
ん
（
下　

中
、
84
歳
）

2
月
23
日

髙
橋　

キ
ク
ノ
さ
ん
（
古
野
一
、
98
歳
）

2
月
24
日

林　
　

キ
ヨ
ノ
さ
ん
（
中　

子
、
91
歳
）

2
月
24
日

髙
橋　

キ
ユ
コ
さ
ん
（
滝　

沢
、
85
歳
）

2
月
28
日

⻆
谷　

伸
子
さ
ん

（
西　

中
、
72
歳
）

3
月
3
日

髙
橋　

昭
司
さ
ん

（
上　

中
、
91
歳
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

2
月
10
日

南
雲　

道ど
う
し
ん心

く
ん

（
中　

子
、
秀
一
さ
ん
・
美
鈴
さ
ん
）

2
月
12
日

南
雲　

悠ゆ
う
し史

く
ん

（
平　

沢
、
徹
さ
ん
・
美
咲
さ
ん
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（１）発熱、せき、のどの痛み等の症状がある方

①かかりつけ医療機関がある場合
〇 かかりつけ医療機関に電話で相談してください。

発熱、せき、のどの痛み等で医療機関を受診する際

は、必ず事前に電話連絡をお願いします。

② かかりつけ医療機関がない・どこに相談したら

よいかわからない場合
〇新潟県新型コロナ受診・相談センター

　毎日（土曜・日曜・祝日含む）24 時間対応　

☎ 025‐256‐8275

〇南魚沼保健所

　月曜～金曜（祝日除く）午前８時 30 分～午後５時 15 分

☎ 025‐772‐8142

（２）症状がない方・どこに相談したらよいか

　　  迷った方
〇新潟県新型コロナウイルス感染症コールセンター

　月曜～金曜（祝日除く）午前８時 30 分～午後５時

☎ 025‐282‐1754

（３）新型コロナウイルス感染症に関する

　　  一般的な相談をされる方
〇南魚沼保健所

　月曜～金曜（祝日除く）午前８時 30 分～午後５時 15 分

☎ 025‐772‐8142

〇厚生労働省の電話相談窓口

　毎日（土曜・日曜・祝日含む）午前 9 時～午後９時

☎ 0120‐565653

次の病院に電話で症状を伝えてください。
重症（意識がないなど）の場合は１１９番で救急車を

呼んでください。

●湯沢町保健医療センター…☎ 025‐780‐6543
　（湯沢町大字湯沢 2877 番地 1）

●魚沼基幹病院………………☎ 025‐777‐3200
　（南魚沼市浦佐 4132）

●南魚沼市民病院 ……………☎025‐788‐1222
　（南魚沼市六日町 2643 番地 1）

●斎藤記念病院………………☎025‐773‐5111
　（南魚沼市欠ノ上 478 番地 2）

 ・電話での指示に従って受診ください。

 ・スタッフの状況などで、症状に応じて他の医療機関を案内

　する場合があります。

 ・緊急度や重症度の高い順に対応するため、診察の順番が

　前後し、待ち時間が長くなる場合があります。

 ・休日や夜間は、人員や検査体制が十分ではありません。

　できる限り、通常の診療時間に受診してください。

●新潟県「救急医療電話相談」大人（概ね 15 歳以上の方）を対象

　☎ 025‐284‐7119 （ダイヤル回線・IP 電話・PHS からの場合）

　または ＃ 7119（県内のプッシュ回線または携帯電話）

夜間での発熱・頭痛・腹痛・吐き気など急な病気やけが等に

関する相談。（毎日 午後 7 時～翌朝午前 8 時）

●新潟県「小児救急医療電話相談」15歳未満のお子さんを対象

　☎ 025‐288‐2525（ダイヤル回線・IP 電話・PHS からの場合）

　または ＃ 8000（県内のプッシュ回線または携帯電話）

夜間に子どもの具合が悪くなったときに利用ください。

（毎日 午後 7 時～翌朝午前 8 時）

救急医療 新型コロナウイルス感染症相談窓口

（令和２年 11 月現在の対応）
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    https://www.town.yuzawa.lg.jp/
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